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【年通号数】公開・登録公報2013-013
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【国際特許分類】
   Ｂ２９Ｃ  67/00     (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成26年8月19日(2014.8.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　開口を有する本体と、前記本体に移動可能に設けられたステージとを有し、ラピッドプ
ロトタイピング技術により粉体を用いて形成された造形物を、未結合の粉体とともに前記
ステージ上に配置させるように、前記造形物及び未結合の粉体を収容可能なボックスと、
　前記ステージを、前記本体内で、前記本体に相対的に上昇移動させることが可能なステ
ージ移動機構と、
　前記ステージ移動機構の駆動により前記開口を介して押し出された前記造形物の周囲の
前記未結合の粉体を除去する除粉処理機構と
　を具備する除粉装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の除粉装置であって、
　前記ボックスは、造形物を上下方向に複数段に収容可能であり、
　前記除粉装置は、多段に収容された複数の造形物のうち、１段ごとに前記造形物が前記
本体から押し出されるように前記ステージ移動機構を作動させ、前記１段ごとに前記除粉
処理機構を作動させる制御部をさらに具備する除粉装置。
【請求項３】
　請求項１に記載の除粉装置であって、
　前記ボックスの前記本体内の前記造形物に関連する関連情報を取得する取得部と、
　前記取得された関連情報に基づき、前記除粉処理機構を作動させる制御部と
　をさらに具備する除粉装置。
【請求項４】
　請求項３に記載の除粉装置であって、
　前記取得部は、少なくとも、前記ラピッドプロトタイピング技術で用いられる造形対象
物の３次元データを前記関連情報として取得する
　除粉装置。
【請求項５】
　請求項４に記載の除粉装置であって、
　前記除粉処理機構は、前記造形物にガスを噴出するノズルと、前記制御部による前記３
次元データに基づく制御にしたがって、前記ノズルの位置及び姿勢のうち少なくとも一方
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を可変に駆動するノズル駆動機構とを有する
　除粉装置。
【請求項６】
　請求項１から５のうちいずれか１項に記載の除粉装置であって、
　前記除粉処理機構は、除粉作業領域と、前記造形物にガスを噴出するノズルと、前記除
粉作業領域内にある前記粉体を吸引する吸引機構とを有する
　除粉装置。
【請求項７】
　請求項１に記載の除粉装置であって、
　前記除粉処理機構の除粉処理の進捗を計測する計測部をさらに具備する除粉装置。
【請求項８】
　請求項７に記載の除粉装置であって、
　前記計測部は、前記除粉処理機構から回収された前記未結合の粉体の量を検出するセン
サを有する
　除粉装置。
【請求項９】
　請求項７に記載の除粉装置であって、
　前記計測部は、前記除粉処理機構が有する除粉作業領域内の雰囲気の透明度を検出する
センサを有する
　除粉装置。
【請求項１０】
　請求項１から９のうちいずれか１項に記載の除粉装置であって、
　前記除粉処理機構から回収された前記未結合の粉体から異物を除去する篩機構をさらに
具備する
　除粉装置。
【請求項１１】
　請求項１から１０のうちいずれか１項に記載の除粉装置であって、
　前記ボックスを着脱可能に支持する支持機構をさらに具備する除粉装置。
【請求項１２】
　ラピッドプロトタイピング技術により粉体を用いて造形物を形成する造形装置と、
　　開口を有する本体と、前記本体に移動可能に設けられたステージとを有し、前記造形
装置により形成された造形物を、未結合の粉体とともに前記ステージ上に配置させるよう
に、前記造形物及び未結合の粉体を収容可能なボックスと、
　　前記ステージを、前記本体内で、前記本体に相対的に上昇移動させることが可能なス
テージ移動機構と、
　　前記ステージ移動機構の駆動により前記開口を介して押し出された前記造形物の周囲
の前記未結合の粉体を除去する除粉処理機構と、を有する除粉装置と
　を具備する造形システム。
【請求項１３】
　ラピッドプロトタイピング技術により粉体を用いて造形物を形成し、
　開口を有する本体と、前記本体に移動可能に設けられたステージとを有し、造形物を、
未結合の粉体とともに前記ステージ上に配置させるように前記造形物及び未結合の粉体を
収容可能なボックスの前記本体内で、前記ステージを、前記ボックスに相対的に上昇移動
させ、
　前記上昇移動により前記ボックスの前記開口を介して押し出された前記造形物の周囲の
前記未結合の粉体を除去する
　造形物の製造方法。
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